
（横浜駅徒歩１０分、相鉄線平沼橋
徒歩８分、岡野町バス停５分） 

 

【各上映回 ３０分前より開場】 

〈横浜キネマ倶楽部  特別上映会〉2015 年／日本／カラー／８６分／ブルーレイ上映 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出演：札内 幸太 合 アレン 近藤 芳正 矢部 太郎 地曵 豪 井上 肇 

監督／脚本／編集：岩崎 友彦  撮影／照明／録音：野火 明  プロデューサー：松崎 まこと 

１１月５日（土）①１１：００ ②１３：００ ③１４：４５ 
横浜市西公会堂 

［ロビー交流会］ １２：３０～１２：５０ 
後   援  ： 横  浜  市  教  育  委  員  会  

[入場料]前売：６００円※ 当日：８００円 障がい者：６００円 介助者１名無料 
※前売料金(６００円)を１１月３日（木）迄に下記の口座へご入金いただければ、チケットを当日受付にてお渡しいたします。 
ゆうちよ銀行総合口座  記号 10200 番号 22932931 加入者名：ヨコハマキネマクラブ  

[主催・問合せ] ０８０－８１１８－８５０２（10 時～18 時）横浜キネマ倶楽部 
【プレイガイド】有隣堂伊勢佐木町本店０４５-２６１-１２３１/高橋書店（元町）０４５-６６４-７３７１ 
いづみ書房０４５-２４１-１１０４/シネマジャック＆ベティ（黄金町）０４５-２４３-９８００ 
横浜シネマリン０４５-３４１-３１８０/チケットぴあ ちけっとぽーと横浜店（ポルタ）０３-５５６１-７７１４ 
【チケットぴあ】（Ｐコード：５５５-９２８）

０４５－３１４－７７３３（座席５００席） 

 

(c)Rockefeller Bros. 



〈横浜キネマ倶楽部 特別上映会〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

〈 こ れ ま で の 上  映  作  品  〉全４８作品（特別上映会４回を含む） 

美しい夏キリシマ/パッチギ！/カーテンコール/二人日和/ゆれる/トリノ、２４時からの恋人たち/長い散歩/天空の草原

のナンサ/イノセント・ボイス－１２歳の戦場－/モーターサイクル・ダイアリーズ/恋するトマト/シッコ/歓喜の歌/赤い

風船・白い馬/三本木農業高校、馬術部/ラストゲーム～最後の早慶戦/マリア・カラスの真実/ディア・ドクター/扉をた

たく人/縞模様のパジャマの少年/春との旅/小さな村の小さなダンサー/冬の小鳥/ホームカミング/ミツバチの羽音と地

球の回転/デザートフラワー/ハーモニー心をつなぐ歌/ドーバーばばぁ織姫たちの挑戦/エンディングノート/旅芸人の記

録/トガニ/月世界旅行・メリエスの素晴らしき映画魔術/かぞくのくに/警察日記/名もなく貧しく美しく/よみがえりのレ

シピ/きっと、うまくいく/日本の悲劇/ペコロスの母に会いに行く/息子/ハンナ・アーレント/標的の村/救いたい/野のな

ななのか/ぼくたちの家族/NO（ノー）/春よこい/野火
 
 

< 今後の予定 > 第４５回上映会 日時・作品未定

 
【横 浜 キ ネ マ 倶 楽 部】 

住   所：〒231-0012 横浜市中区相生町１-15第２東商ビル 4F-C 労働市民法律事務所 気付 

<問合せ> TEL 080－8118－8502（10時～18時） Eメール：yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp HPアドレス http://ykc.jimdo.com/ 

(c)Rockefeller Bros. 

十代の頃、“８㎜映画”が結ぶ縁で、岩崎友彦監督と出会っ

てから 35 年近く。因果は巡り巡って、お互い五十代を迎

えるに際し、「多くの観客に届く」ことを目標に、力を合わ

せて長編映画製作に乗り出した。それがこの、『手のひらを

太陽に』だ。 

期せずして、南アフリカやスペイン、インドなど、海外

の映画祭での上映が先行したが、この度横浜の地で、“ジャ

パン・プレミア”上映の運びとなった。主催の「横浜キネマ

倶楽部」には、ただただ感謝である。 

この作品は、主人公２人の風変わりな設定が、まずは目

を引くかも知れない。しかし内容的には、観客の心にスト

レートに響く娯楽作と自負している。 

どうぞお楽しみあれ‼ 

 

～『手のひらを太陽に』プロデューサー 

 映画活動家／放送作家 松崎 まこと～ 

 

＜スタッフ＞ 
プロデューサー     松崎 まこと 
監督／脚本／編集   岩崎 友彦 
撮影／照明／録音   野火 明 
特殊効果         内田 剛史 
助監督        岡田 真樹 
人形制作       新井 貴子 
人形操演指導     早川 百合子 
音 楽         中村 浩之 村下 歌恵 

塩澤 伊織 岡村 龍宏 
宇津木 紘一 

＜キャスト＞ 
よしお／コロナ     札内 幸太  
和子／フレア      合 アレン  
オタクショップ店長  近藤 芳正  
キモヲタ       矢部 太郎  
変態・ボブ       地曵 豪 
中村部長          井上 肇 

＜物 語＞ 

よしおは子供のころ引きこもりだったが、人形劇の人形

「コロナ」を手にしたときから、社会と対話ができるよう

になった。 

しかし、心に寂しさを抱えたまま、日々を過ごしていた。

会社の同僚や周りの人々は、黒子のよしおではなく、手に

はめた人形を人格として受け入れているのだ。そんなある

日、よしおは自分と同じように手に人形をはめた女性と出

会い、心がざわつくのであった。 


